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福岡県議会議員４期

原田ひろし

次期 北九州市議会議員選挙公認

小倉北区次期北九州市議会議員選挙に
向けて国民民主党は候補予定
者の公認を決定しました。
お困りごとなどありましたら
皆様お気軽にご相談ください。
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この街と人を、守り続ける。県

コロナ後を生き抜く政策転換を

1973年（昭和48年）北九州市門司区生まれ。田野浦小、早鞆中、門司高、北九州予備校（2浪）、京都大学卒。松下政経塾、
前原誠司代議士秘書等を経て、03年衆院選で初当選。09、１７年衆院選で当選（現在３期目）。文部科学大臣政務官、
衆院予算委理事等を歴任。現在、衆院文部科学委員会理事、国民民主党広報局長、国民民主党文部科学部門長、国民
民主党福岡県連代表。得意分野：教育、科学技術、安全保障、行政改革。好きな食べ物：ラーメン。

衆議院議員 きいたかし（城井 崇）のプロフィール
地元北九州で東奔西走。１男２女のパパとしても子育て奮闘中。

地元 で共に頑張る仲間たちを紹介します

家賃支援制度の創設
「家賃引き下げの相談、支払いの滞り、契約のキャ

ンセルが増えている」「政府の損金算入・法人税負

担軽減では不十分」「貸主・大家さんの収入減でロ

ーン返済が困難に」など、不動産を借りる側も貸す

側も困りごとを抱えていることがわかり、議員立法

「家賃支援猶予法案」を立案、与野党間で協議した

結果、新たに「家賃支援制度」が創設されました。

持続化給付金の申請サポート会場
ネットを使わない方から、持続化給付金について

「ネット申請のみなので不便だ」とご相談があり

ました。経済産業省へ投げかけたところ、福岡県

では初めて北九州に「申請サポート会場」が設置

されることになり、多くの皆さんに利用していた

だいています。

障害者就労支援Ａ型事業所の感染防止対策
事業所の方から、働いている障害のある利用者に

対する感染防止が十分でないので、とても心配だ

とのご意見を頂きました。厚生労働省にご意見を

伝えたところ「サービスの継続と障害者の雇用継

続が可能となるように柔軟に取り扱い、さらに、

一時的に休業し休業手当を支払う場合は雇用調整

助成金の対象とする」とのことで、事業所で働く

障害のある皆さんへの配慮が確認できました。

夏休み授業の給食室の暑さ対策
新型コロナの一斉休校の影響で夏休みに授業をす

る学校もある中、全国で設置率20％にとどまる公

立学校給食施設での暑さ対策、給食の衛生管理が

心配されています。文部科学省へ問題提起したと

ころ、地方の要望に従い「冷却ベスト」で対応し

た上で、調理場の室温、湿度が改善のため対応を

検討するとのこと。給食室のエアコン設置に向け

て取り組みが進んでいます。

学校再開時の学習指導要領の弾力化
学校再開支援について、地域の保護者の皆さんか

ら授業を行えなかった期間を補うために、学習指

導要領の弾力化について国から目安を示すべきと

の意見をいただき、文部科学大臣に直接確認。そ

の結果、小６・中3・高3の最終学年以外の児童生

徒については次年度以降を見通した教育課程を編

成するなど柔軟な取り組みをするとの回答を得ま

した。

2020年創業でも対象となった持続化補助金
「2020年に入ってから創業した場合、活用できる

支援策がない」とのご意見が多く、そのたびに関

係省庁へ確認していましたが、要件見直しで「持

続化補助金」は2020年創業も対象となり、活用し

ていただけるよう皆さんにお伝えしています。

きいたかしは「現場の声」をもとに新型コロナ対策に取り組んでいます
皆様からの現場の声をもとに、ひとつひとつ取り組んできました。そのごく一部ですが、ご紹介いたします。
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皆さんこんにちは。
衆議院議員のきいたかしです。
日頃からのご支援に感謝します。

さて、新型コロナウイルス感染拡大の影響が続い
ています。地元北九州市でも医療現場や行政を中
心にした懸命の取り組み、またギリギリでの地道
な自粛継続・感染防止等の対応をいただく皆さん
にも頭が下がる思いです。
そんな中、6月17日に第201回通常国会が150日
間の会期を終え、閉会しました。今国会での活動
を一部報告します。

☞通常国会はかつてない予算を審議
政府提出法案59本のうち55本が成立しました。
私と国民民主党の閣法賛成率は89％、議員立法は
20本が成立。合計で約165兆円にも上る4つの予
算案（令和元年度補正予算（約4兆円）、令和二
年度通常予算（約103兆円）に加え、新型コロナ
対策としての令和二年度第1次補正予算（約26兆
円）、令和二年度第2次補正予算（約32兆円））
を審議し、成立となりました。

☞新型コロナ対策を最優先
新型コロナ対策では、医療現場等を何とか支え切り
ながら、「早く届ける」「直接支える」を実現すべ
く努力を続けました。具体的には感染拡大防止、医
療崩壊対策、補償なき自粛で苦しむ個人の生活支援
や企業・店舗等への事業支援等。私と国民民主党
は、他の政党に先駆けて新型インフル特措法適用
（1月末）や生活支援に1人10万円給付（3月に提
案、5月に再給付案）、家賃支援法案国会提出（4
月末）、100兆円規模の経済対策案（5月）等を提
案、一律10万円給付等が実現しました。

☞文部科学分野の野党責任者として
私は文部科学部門の野党責任者の一人として、全
国一斉休校・学校再開への対応や補償なき自粛に
苦しむスポーツ・文化活動への支援等に連日あた
りました。政府対応を質しながら「子どもの学び
の保障に関する考え方」をまとめ、国民民主党9
月入学検討チーム座長として一律での9月入学導入

見送り、失われた学びと体験機会の確保、受験生
への公平な受験機会の確保等を提言しました。

☞地元北九州市の声を政策改善につなげる
地方議員や事務所スタッフ等と協力しながら現場
の苦労を伺い、地元事業者の皆様に協力いただい
た新型コロナ影響アンケート結果も踏まえながら
対策改善を政府に迫り、国等の支援策一覧を配布
する等迅速な情報提供や対応のお手伝いにもあた
りました。

☞国会質疑と議員立法
私は、本会議では1回、委員会では6回の質疑で改
善提案を直接大臣に質しました。また大学入試改
革法案や高等教育未婚ひとり親支援法案、コロナ
困窮学生支援法案等、改革提案を議員立法で国会
提出。学生支援法案は学生支援緊急給付金の創設
へとつながりました。

☞閉会後も全力で
私達野党からは、東日本大震災の時と同様に通年国
会での審議を行い対策継続するため、194日間の
国会延長を提案しましたが、与党の反対で否決。い
ったん通常国会は閉会しましたが、閉会中審査も活
用し、感染第2波に備えながら感染拡大防止、生活
支援、企業支援、学びの保障等に全力を挙げます。
またコロナとの共生やコロナ後を生き抜く政策転換
の議論にも力を注ぎます。この秋に次期衆院選との
予測もあり、制限多い中での地元活動にも頑張りま
す。応援よろしくお願いいたします。


